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事業番号 42

平成29年度 事務事業評価シート（ 実施計画事業 ・ 経常事業 ）

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

事務事業名 勤労センター施設管理事業 担当部 地域活性化営業部

会計区分 一般会計 担当課 商工振興課

事業期間 平成２６年度以前 ～ 平成３０年度まで 担当係 商工労政係

根拠法令・個別計画 小牧勤労センターの設置及び管理に関する条例

目
的

何・誰を
対象に 勤労者をはじめとした市民を対象に

どの様な状態
にするのか

教養文化、スポーツの向上、余暇活動の場である勤労センターの円滑な管理運営の推進を
図る。

基本施策・展開方向 産業・交流 商工業 就職希望者や未就労者の就労を支援します

予算区分 5 1 2 2 1

内容（手段）
目的達成のため
にどのような事業

を実施したか

◆平成２８年度実施内容
・勤労センター管理運営委託料
指定管理者（小牧市施設活用協会）へ管理運営を委託した。
　委託内容：研修施設・宿泊施設・体育施設の利用に関する事務
　　　　　　　　施設利用に関する機器操作・設備管理・補修・保守点検等
・駐車場用地借上料
勤労センター敷地内に存する駐車場用地の借り上げを行った。
　対象面積：８，１４６㎡（１３筆）
　借り上げ先：８名
・勤労センター用備品購入費
勤労センターで使用する備品を購入した。
　購入品：エンジン式背負い式トリマー、放送ユニット、縦型冷蔵庫

◆平成２８年度直接経費の内訳（支出ベース）
修繕料（５３７，８７１円）、手数料（４７４，１２０円）、勤労センター管理運営委託料（１２５，２０
９，７２２円）、
駐車場用地借上料（１５，９３３，５７６円）、勤労センター用備品購入費（１，１０９，７００円）、
勤労センター使用料還付金（４１，３３０円）

◆平成２９年度直接経費の内訳（予算ベース）
指定管理者選定委員会委員謝礼（１０７千円）、印刷製本費（１６２千円）、修繕料（１，６００
千円）、
手数料（３２千円）、勤労センター管理運営委託料（２３５，３６２千円）、駐車場用地借上料
（１５，９３４千円）、
勤労センター用備品購入費（６２０千円）、勤労センター使用料還付金（１２０千円）

受益者負担 有
・勤労センター使用料：単価は条例に規定（年総額３４，９１９，４９０円）
・勤労センター資料複写代金：単価＝１０円/枚（年総額５２，４８０円）

コ
　
　
ス
　
　
ト

Ｈ26決算額 Ｈ27決算額 Ｈ28決算額

0.15 0.15 0.15

人件費 844 844 844 844

Ｈ29予算額

直接経費 147,989 149,291 143,307 253,937

254,781

その他職員
従事者数 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0

対前年比 100.8 96.0 176.7

財
源

一般財源 113,617 114,330 109,179

費
用

その他財源 35,216 35,805 34,972 35,350

正職員
従事者数 0.15

0

費用合計 148,833 150,135 144,151

219,431

国・県支出金 0 0 0 0
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活動指標名 H26 H27 H28 H29

利用者アンケートによ
る改善件数

件
ー ー

成果指標名 H26 H27 H28 H29

施設利用者数 人
－ － － 　－

394,644 399,111 392,341

引き続き、指定管理者による施設の適正な管理運営を行う。また、現指定管理者の
指定期間が終了するため、次期指定管理者の選定を行い、円滑な運営に向けて引継
ぎ等の準備を進める。

平
成
３
０
年
度
の
事
業
の
方
向
性

方向性の判定 縮　小
対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮
小すべきもの

削減額・削減対象 事務事業評価による額 20,000 予算区分

判定理由・削減内容

これまで指定管理者として小牧市施設活用協会が施設の管理運営を行ってきたが、
協会の解散に伴い、民間から新しい指定管理者を公募するため、民間のノウハウを
活用し委託料の削減が図れる見込みであることから、１３節の勤労センター管理運営
委託料から約２０，０００千円削減を図る。（委託料総額の比較では約１２０，０００千円
の削減だが、活用協会職員退職に係る経費相当分約１００，０００千円が臨時に発生
したものであることから、この分を除いた額を削減額とした）

３０年度以降
の実施内容

平成３０年度からの新たな指定管理者と現指定管理者との間で円滑な引継ぎを行
い、引き続き、施設の適正な管理運営を行う。

二
次
評
価

方向性の判定 判　定　理　由

縮　小

一次評価のとおり。
平成30年度以降の事業費（一般財源）は、原則的に、平成29年度当初予算の金額
から本年度の事務事業評価による額を控除した金額を上限とするとともに、引き続
き、効果的・効率的な事業実施に努められたい。

事
業
の
自
己
評
価

平
成
２
８
年
度
の
実
施
結
果

事業の
達成状況

・指定管理者である小牧市施設活用協会により、施設の適正な運営を行った。
・利用者アンケートによれば、特にソフト面（職員の対応など）での満足度が高く、指定
管理者の努力が伺える。

事業実施における
課題

勤労センターは築３０年以上経過し、老朽化が進んでいることから、所管課として指定
管理者との連絡を密に図るなど、現地の状態を把握しながら、施設の安全性を確保
するため、また長寿命化を図るため、適切に修繕等を行っていく必要がある。

２９年度における
実施内容や結果

見込み

2


